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意見項目 意見内容 

(4) その他、将来のワイヤレスブロ

ードバンドによるサービスやシ

ステムに関する事項 

放送もワイヤレスブロードバンドの一つである事を踏まえ、国民の

文化や情報環境を向上していくために放送事業者も積極的に関与し

ていきたいと考えます。そのためにも８００ＭＨｚ帯ＦＰＵや特定

ラジオマイクなどの番組素材伝送システムはその周波数特性を生か

して有効活用し、良質な番組・情報を提供していく事が 重要です。 

 

８００MHz帯ＦＰＵの必要性 

放送事業者の素材伝送ではＦＰＵをその周波数特性 を考えた上で

使い分けしています。７～１０ＧＨｚ帯ＦＰＵは長距離伝送に優れ

ており、報道素材を早急に現場から放送局本社に送る用途に使用、

特に７ＧＨｚ帯ＦＰＵは降雨減衰に強く台風災害、豪雨災害などＳ

ＮＧ や１０ＧＨｚ帯ＦＰＵでは伝送困難なケースでの災害報道の

長距離伝送に使用しています。ただしどちらの周波数帯でも見通し

伝送になり送信機を設置するのに制約が生じるため機動性のある素

材伝送を行うには難しい面があります。その制約を補うのが８００

ＭＨｚ帯ＦＰＵになります。７～１０ＧＨｚ帯ＦＰＵでは不可能な

見通し外伝送が行えるため送信機設置場所が比較的楽で機動的にま

た安全に伝送が行えるメリットがありま す。そのため弊社では地

震・津波・台風・豪雨などの災害時にはいつでも報道中継・報道素

材伝送に持ち出せる用意をしていますので常時使用状態といっても

過 言ではありません。移動中や過酷な条件下でも使用可能な８００

MHz 帯ＦＰＵは災害時において視聴者に幅広い安全情報を即時に提

供していくために不可欠なＦＰＵといえます。 

 

８００ＭＨｚＦＰＵの周波数帯域について  

現在８００ＭＨｚＦＰＵとラジオマイクで４チャンネル（３６ ＭＨ

ｚ）を共用しておりますが、災害時での多様な情報提供や高画質化、

ラジオマイクの今後の増加を考えるとチャンネル数は足りていませ

ん。あと２チャンネル（１ ８ＭＨｚ）の追加を要望します。 
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 ８００ＭＨｚ帯ＦＰＵを

他の 帯域へ移行すべき

という 意見 

先にも述べましたが、放送事業者は伝送に関して周波数特性を生か

した運用を行っています。移行帯域はどこでもいいというわけには

いきません。見通し外伝送が可能な帯域（１ＧＨｚ以下）でないと

現在と同様な運用ができません。 

１ＧＨｚ以上の帯域になると移動中継では地上での直接受信は遮蔽

物の関係で難しく、上空のヘリコプ ターへの伝送となり低空飛行で

のホバリングによる騒音や安全性に問題が出てきます。 

またホワイトスペースへの移行では広範囲において共通な帯域を取

るのが難しい事や、テレビ受信機への影響が懸念されます。 

どちらの帯域への移行でもかなりの時間をかけた検証が必要となっ

てきますので、早期移行は難しいと考えます。 

 ラジオマイクを他の帯域 

へ移行すべきという意見 

ラジオマイクは放送事業者でも必要不可欠な無線機となっていま

す。現在の番組制作では出演者が自由に動ける事が多様な演出に繋

がるため、マイクはラジオマイクが主流となっています。コンサー

トで も多用されているため音楽業界でも同様だと思われます。 

２０年前は４００ＭＨｚ帯のラジオマイクが使われていましたが、

受信不良やノイズがのりやすい等の問題があり現在の帯域へ徐々に

移行になりました。当初は音質やスプリアスの問題もありメーカー

とユーザーが切磋琢磨しましたが、プロサウンドでも耐えうる信頼

性を得るのにかなりの時間を有しました。そのため現在の受信性能、

音質、周波数幅、信頼性 を損なうような帯域への移行は不可能だと

考えます。 

ラジオマイクをホワイトスペースへ移行すべきという意見が出てい

ますが、ラジオマイクも番組取材など移動しての運用やコンサート

など野外での運用に多用されています。隣接テレビ波の影響を受け

ずに安全な運用を行うためには高度な送受信機の開発が不可欠で

す。また反対にテレビ受信機への影響が懸念されます。現在Ａ型ラ

ジオマイクの送信機は約１万７千台とかなりの数が運用されていま

す。これを他の帯域へ移行するには経済状況も考慮すると長 期間の

移行期間が必要になると考えます。 

 


